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2023年2月期 連結業績

*:EBITDA =経常利益＋純支払利息＋減価償却費（のれん償却費含む）

単位：百万円 2023年2月期 前期比

19,586 +16.6%
参考：

売上高（従来基準）

5,957 +0.9%売上高

305 △13.8%営業利益

2022年2月期

16,796

5,904

354

80 △73.1%経常利益

64 －
親会社株主に

帰属する当期純利益

300

△1,186

677 △38.4%EBITDA* 1,099
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連結業績ハイライト①

ロボットアウトソーシング事業

◼ 「BizRobo!Basic」 、「BizRobo!Lite」 、「BizRobo!mini」ともに導入企業が増加し、ストック収入は増加。解約

率は引き続き低位で推移

◼ 地方での活動強化に向けたマーケティング、人材採用等の先行投資によりEBITDAは減益

ロボットトランスフォーメーション事業

◼ 取扱いシェア拡大に向けた取り組みが奏功し、人材カテゴリ、及び新規参入分野の取扱高は順調に成長。シェアを

高めたプログラムでは手数料率も一部改善

◼ 売上高、EBITDAの減収減益要因は、①取扱高は拡大するも、取扱シェア拡大に向けた取り組みとして手数料率

を低減したこと、②一部プログラムのキャンペーン案件が停止したこと、③ロボットトランスフォーメーション（RPA化に

よる事業の再定義）で支援をしていたメディアが、Googleアルゴリズム影響を受け、レベニューシェアが減少したこと

RaaS事業

◼ 「RoboRoboコンプライアンスチェック」を中心に月額有料課金ユーザーは増加し1,222社に拡大

◼ 「RoboRoboコンプライアンスチェック」の無料トライアル・有料スポット利用ユーザー含むユーザーは順調に拡大。

引き続きユーザー獲得を進めるとともに、オンボード、定着化支援により、トライアル → 有料化 → サブスク化への

引き上げを図り、ストック収入の積み上げ、ARRの拡大を図る



52022年2月期 2023年2月期

ロボットアウトソーシング事業

ロボットトランスフォーメーション事業

RaaS

その他

連結業績ハイライト②

5,957

1,645

3,5113,378

2,020

5,904

◼ ロボットアウトソーシング事業は導入企業が増加し、ストック収入が増加。ロボットトランスフォーメーション事業は取扱いシェア拡大に向けた取り組みが奏

功し、人材カテゴリ、及び新規参入分野の取扱高は順調に成長するも、一部キャンペーン案件の停止、レベニューシェアの減少により減収。RaaS事業は

「RoboRoboコンプライアンスチェック」を中心にユーザー数が拡大し、ストック収入が増加

◼ 各事業において、将来の成長に向けたマーケティング、人材採用、プロモーション、プロダクト開発等の投資を進めたことでEBITDAは減益

売上高 EBITDA

677

1,099 前年比

-38%

2022年2月期 2023年2月期

EBITDA＝経常利益＋純支払利息＋減価償却費（のれん償却費含む）

単位：百万円

単位：百万円

前年比

+0.9%

428200



ロボットアウトソーシング事業ハイライト
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ロボットアウトソーシング事業ハイライト①

◼ 2023年2月末時点で累計2,563社の企業に導入

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

BizRobo!Basic導入社数累計（単位：社）

BizRobo!mini導入社数累計（単位：社）

BizRobo!Lite導入社数累計（単位：社）

370
440

518

644
738

44
104

293

716
634600

853

179

674

1,009

416

754

1,170

522

780

1,302

738

811

632

798

1,430 16

821

832

611,565

1,714

997

855

134

925

851

102

1,878

1,081

863

187
1,986

2,563社

1,160

869

204
2,131

1,352

886

3252,233

1,213

873

238

2,324

1,264

880

278

2,422

2019年2月期 2020年2月期 2021年2月期 2022年2月期 2023年2月期

1,311

881

306

2,498
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ロボットアウトソーシング事業ハイライト②

ロボットアウトソーシング事業売上高

◼ 「BizRobo!Basic」 、「BizRobo!Lite」 、「BizRobo!mini」ともに導入企業が増加し、ストック収入は増加。解約率は引き続き低位

で推移

◼ 地方での活動強化に向けたマーケティング、人材採用等の先行投資によりEBITDAは減益

0

200,000,000

400,000,000

600,000,000

800,000,000

1,000,000,000

1,200,000,000

2022年2月期 2023年2月期

ロボットアウトソーシング事業EBITDA

前年比

-18%

EBITDA＝セグメント利益+減価償却費（のれん償却費含む）

単位：百万円

2022年2月期 2023年2月期

3,511
3,378

前年比

+6%

ストック収入

2,651
ストック収入

2,505

前年比

4%

単位：百万円

761

932
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ロボットアウトソーシング事業ハイライト③

0

100,000,000

200,000,000

300,000,000

400,000,000

500,000,000

600,000,000

700,000,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

350

424

493

524 531 540
519 526 528

541
553

582

2019年2月期 2020年2月期 2021年2月期

単位：百万円

■■ストック収入

604

2022年2月期

前年比+3%

614
634

他社RPA

製品分

652

2023年2月期

648

675
660 668
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ロボットアウトソーシング事業ハイライト④

：BizRobo! 月次解約率推移

*※月次解約率：「月次解約顧客数÷月初顧客数」の直近12ヶ月移動平均で計算した解約率

◼ ストック収入の大半を占めるBizRobo!Basicの月次解約率は引き続き低位で推移
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ロボットアウトソーシング事業ハイライト⑤：トピックス

◼ 国内10拠点目となる広島オフィスを新たに開設。地域に根ざすRPA活用推進で地方課題の解決に向けた取り組みを強化

札幌オフィス
〒060-0042

北海道札幌市中央区大通西1-14-2
桂和大通ビル50 9F

上越サテライトオフィス
〒943-0861
新潟県上越市大和5丁目2-7

エンジョイプラザ 2F（JM-DAWN）

金沢オフィス
〒920-0901

石川県金沢市彦三町1-2-1
アソルティ金沢彦三 3F

松山オフィス
〒790-0003

愛媛県松山市三番町4-9-5
松山センタービル 6F

福岡オフィス
〒812-0011

福岡県福岡市博多区博多駅前1-15-20 
NMF博多駅前ビル 2F

仙台オフィス
〒980-0021

宮城県仙台市青葉区中央1-2-3
マークワンビル 19F

名古屋オフィス
〒450-6321

愛知県名古屋市中村区名駅1-1-1
JPタワー名古屋 21F

大阪オフィス
〒530-0001

大阪府大阪市北区梅田2-2-2
ヒルトンプラザウエスト 19F

広島オフィス
〒732-0828

広島県広島市南区京橋町1-7 ア
スティ広島京橋ビルディング 1F
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ロボットアウトソーシング事業ハイライト⑤：トピックス

◼ fundbookと業務連携。医療機関の経営課題解消を支援

■医療･介護業界を取り巻く深刻な人材不足

現在、日本国内の医療業界を取り巻く課題は多数ありますが、その中でも「人手不足」は大きな問題として挙げられます。政府は2040年に96万人の医療・

介護人材が不足すると推計しており※1、社会保障の担い手である医療･介護人材の確保は最重要課題のひとつとされています。また、人材不足をきっかけと

した病床の閉鎖や休床など、機能が維持できなくなる事象も散見され、地域医療の存続にも直結する大きな問題です。

fundbookはこれまでにも、地域医療存続のために、人手不足に直面する医療・介護法人に対し、M＆A支援やハンズオン型のコンサルティング支援を行うな

ど、多角的なサービスを提供してきました。各法人の状況によって有効な手段は異なり、採用力強化や離職率改善などの他にも、近年ではDX推進による効

率化・省人化が期待できます。

一方RPAテクノロジーズは、RPAツール「BizRobo!」を活用して医療機関内の膨大な定型作業を自動化し、人とデジタルレイバーの協働によって医療従事者の

業務負荷軽減を実現してきました※2。同様に紙帳票のデータ化サービス「デジパス」をはじめとするITツールとRPAの連携により、ペーパーレス化や関係機関を含

めたDX化もサポートしています。

■今後の展望

RPAテクノロジーズおよびfundbookは、経営面や将来に向けて不安を抱える医療機関に対し、コンサルティングやRPA導入支援を行うことで、医療従事者の

本業である医療行為に集中し、より質の高い医療の提供を実現できるようサポートします。

またこうした活動をより多くの医療機関に周知するため、fundbookの自社メディア「Healthcare Magazine」での告知やセミナーの共同開催を通じてPRしてい

く方針です。

※1出典：厚生労働省「令和4年版厚生労働白書」

※2参考資料：https://rpa-technologies.com/insights/medical-hr-shortage-solutions/

https://rpa-technologies.com/insights/rpa-medical-casestudies/

https://rpa-technologies.com/insights/medical-hr-shortage-solutions/
https://rpa-technologies.com/insights/rpa-medical-casestudies/
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ロボットアウトソーシング事業ハイライト⑤：トピックス

◼ 「医療×RPA」自動化の対象となる業務

総務/人事業務

・共済・扶養関係書類の自動チェックおよび自動データ登録・部⾨別超過勤務時間の自動集計・作成

・給与日に財務会計システムからデータを自動抽出し、人件費を計算、所定フォルダーに保存

・会議の開催通知、議事録送付等のメールによる自動処理

・新規採用者や退職者等の人事マスタの自動登録

経理業務

・発注先から新規マスターデータを受け取り、院内物流システムの新規マスタへの自動登録

・財務会計システムからCSVデータを抽出して、収支簿作成ツールにデータを反映し、収支簿の自動作成

・契約書から自動で発注書作成、毎月の定例での債務計上の自動入力

経営管理業務

・財務会計システムからCSVデータを抽出して、収支簿作成ツールにデータを反映し、収支簿の自動作成

・自動で発注書作成、検収時の自動チェック、CSV請求書の自動取り込み

・旅行命令関連書類の自動印刷、自動チェック

・毎月の定例での債務計上の自動登録

医事業務

・月次、年次での患者統計の自動作成

・手術件数（施設基準の掲⽰に係る件数）の自動抽出

・入院基本料等充足状況の自動チェック支援

・後発医薬品使用率の自動算出支援

・重症度、医療・看護必要度︓短期滞在手術等対象患者の自動抽出支援

・未収金データの自動消込み

医療事例集からわかる「医療×RPA」とデジタルを活用した医療DXの未来 https://rpa-technologies.com/insights/rpa-medical-casestudies/

薬剤部業務

・医薬品情報に関するWeb情報収集・データ自動転記

・医薬品の発注オーダー、即卸し対応の自動処理

・レセプトのチェック、データ自動転記

診察共有部業務

・検査結果のチェック漏れ防止の自動チェック

・レセプトのチェック、データ自動転記

・病院⾷献⽴と数量からの発注書自動生成

患者支援業務

・紹介状、逆紹介状の自動スキャニング、自動生成(スキャンニングに専用ソフトウェアが必要)

・患者カルテ開⽰要求によるカルテの自動印刷

看護部業務

・看護部⾨に関する各種経営情報の自動抽出・作成

・看護部⾨の領域別認定看護師・専⾨看護師情報の自動作成

・看護師長による出⽋状況や超過勤務時間等勤怠情報の自動チェック

・退院サマリや看護サマリ入力状況の自動チェック

・入院期間Ⅱを超える患者情報をベッドコントローラーへ通知の自動処理

医療業界へのBizRobo!導入事例：東京歯科大学 市川総合病院様、名古屋大学医学部付属病院様、滋賀医科大学医学部付属病院様 等

https://rpa-technologies.com/insights/rpa-medical-casestudies/
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ロボットアウトソーシング事業ハイライト⑤：トピックス

◼ 全国の16,000法人向けに発信している情報誌 Healthcare Magazineで「病院で働く『ロボット』」を特集。

医療業界向けにプロモーションを開始
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ロボットアウトソーシング事業ハイライト⑤：トピックス

◼ RPAテクノロジーズとタイムカプセルが業務提携

地域に根差した課題解決に向けたデジタル人材育成、RPA×ITソリューションの連携により、地域課題解決に向けた取り組みをスタート

■地域間におけるデジタル・ディバイド

労働人口減少や働き方改革、生産性向上は日本全体が抱える課題として顕在化していますが、一方で地域間の「デジタル・ディバイド（情報格差）※1」も、

上述の課題解決を阻害するひとつの要因となっています。都市部と各地域における「デジタル・ディバイド」を解消するためには、インフラ整備に加えて、都市部

に比べて潤沢とは言えない各地域でのデジタル人材の育成が重要であるとRPAテクノロジーズは考えています。

そのためRPAテクノロジーズでは、日本各地に設⽴した「!（びっくり）センター※2」におけるRPA活用スキル獲得を目的とした研修の実施、DX適性診断／動画

学習／伴走支援／コミュニティの4コンテンツで支援する、ワンストップ型DX人材育成サービス「DXpass」の開発を進めてきました。

■タイムカプセルとの業務提携理由

RPAテクノロジーズがこのような活動を行う目的としては、人とデジタルレイバーの協働による「楽しい時代」、そして全社方針である「LX（ローカルトランスフォー

メーション）※3」の実現が挙げられます。特にLXについては、ローカル＝地域・業界が抱える様々な課題を、BizRobo!をはじめとするITソリューションの活用に

よって解決したいという強い想いがあり、地域に根差した活動をより強化するために各エリアでの拠点設⽴や、現地での人員採用を進めてきました。

またタイムカプセルは、「ITで地域から日本を元気に！」をミッションとして、地域課題を解決するITソリューションサービスの提供を行っています。この活動の一環

として、地方自治体や各地域の教育機関・企業との連携によるデジタル人材育成、アプリ開発等を進めるとともに、場所にとらわれない働き方の実現を目指

して47都道府県すべてにおける拠点開設を目指しています。

こうした両社の取り組みに非常に親和性が高いことから、今回の業務提携を行う運びとなりました。

※1 出典：平成23年版 情報通信白書 https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h23/pdf/n2020000.pdf

※2 !センター概要：https://rpa-technologies.com/lp/exclamationcenter/

※3 地域・業界を変えるLXとは？： https://rpa-technologies.com/insights/about-lx/

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h23/pdf/n2020000.pdf
https://rpa-technologies.com/lp/exclamationcenter/
https://rpa-technologies.com/insights/about-lx/


ロボットトランスフォーメーション事業ハイライト
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0
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2019年2月期 2020年2月期 2021年2月期

単位：百万円

■■アフィリエイト広告取扱高

2022年2月期

前年比

44%

ロボットトランスフォーメーション事業

ハイライト①：取扱高推移

1,427 1,412

850 855 871 861

1,150

1,635

2,217

1,783

1,536

1,894

2,640

4,100

2,825

3,011

3,472

2023年2月期

3,293

3,781

4,344

◼ 人材カテゴリ、新規参入カテゴリにおける取扱シェアが拡大し、取扱高は前年比44%成長



182022年2月期 2023年2月期

1,645

2,020

ロボットトランスフォーメーション事業

ハイライト②

ロボットトランスフォーメーション事業売上高

◼ 取扱いシェア拡大に向けた取り組みが奏功し、人材カテゴリ、及び新規参入分野の取扱高は順調に成長。シェアを高めたプログラムでは手数

料率も一部改善

◼ 売上高、EBITDAの減収減益要因は、①取扱高は拡大するも、取扱シェア拡大に向けた取り組みとして手数料率を低減したこと、②一部プロ

グラムのキャンペーン案件が停止したこと、③ロボットトランスフォーメーション（RPA化による事業の再定義）で支援をしていたメディアがGoogle

アルゴリズム影響を受け、レベニューシェアが減少したこと

前年比

-19%

ロボットトランスフォーメーション事業EBITDA

538

796

2022年2月期 2023年2月期

EBITDA＝セグメント利益+減価償却費（のれん償却費含む）

前年比

-32%

単位：百万円

単位：百万円



RaaS事業ハイライト
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RaaS事業ハイライト①

ストック売上高

単位：百万円

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4
2021年2月期 2022年2月期

1 4
11

単位：百万円

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4
2021年2月期 2022年2月期

8 18
57

トランザクション数*

単位：件

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4
2021年2月期 2022年2月期

6,547
12,646

115,860

-10000000

-8000000

-6000000

-4000000

-2000000

0

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

Q1 Q2Q3Q4 Q1 Q2Q3Q4 Q1 Q2Q3Q4

単位：■■ 社数（ユーザー数）

円（ARPU）

23
80

708,868

ユーザー数*・ARPU *

*ARR:Annual Recurring Revenue（年間経常収益）の略称。各期末時点におけるMRR（Monthly Recurring Revenue）を12倍して算出
トランザクション数：RoboRoboを利用して処理された業務量
ユーザー数：月額課金ユーザー数。スポット利用ユーザー除く
ARPU：1月額課金ユーザー当たりの売上高。各期末時点におけるARRを月額課金ユーザー数で除して算出

◼ 「RoboRoboコンプライアンスチェック」を中心に月額有料課金ユーザーは1,222社。ARRは4.3億円

ARR*

2021年2月期 2022年2月期

19 83

1,661,114

107

356,423
496,023

776,018

68 285

1,162

242,213

246,336

71 287

2,145,393
1,180

351,314

102

2023年2月期

414

2023年2月期

1,222
243,328

2023年2月期

1,675,179

2023年2月期

80 333

1,975,489

1,227

271,346

93 391

2,063,114

1,266

308,745

110
430

2,117,731

37

1,275

325,077



21

RaaS事業ハイライト②

◼ 「RoboRoboコンプライアンスチェック」の無料トライアル・有料スポット利用ユーザー含むユーザーは順調に拡大。

引き続きユーザー獲得を進めるとともに、オンボード、定着化支援により、トライアル → 有料化 → サブスク化への引

き上げを図り、ストック収入の積み上げ、ARRの拡大を図る
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RaaS事業ハイライト③：トピックス

◼ ソフトバンクと提携。企業の業務改革の推進を後押しするDXツール「RoboRoboシリーズ」の販売を拡大

バックオフィス業務自動化クラウドサービス「RoboRoboシリーズ」の販売に関わる業務提携契約をソフトバンク株式会社（以下「ソフトバンク」）と締結、

ソフトバンクが法人のお客様に向けて2月7日より同サービスの販売を開始

■背景と目的

RPAホールディングスは、「知恵とテクノロジーで新規事業を創造し、個性が輝く楽しい時代に進化する」を経営理念として掲げ、2000年の創業時より新規事

業創造を通じた豊かな社会の実現に向けて取り組んできました。

ソフトウェアテクノロジーを活用した新規事業創造に取り組み、労働生産人口の急激な減少という社会的課題の解決、生産性向上に寄与することを目指して

事業を展開しています。2017年7月にソフトバンクと業務提携契約を結び、共同でRPA分野の事業展開を行うことで“企業の業務改革の推進”に貢献してき

ました。

この度の提携では、RPAホールディングスグループに属する当社が開発を進めてきましたバックオフィス業務効率化/自動化クラウドサービス「RoboRoboシリー

ズ」を販売のラインアップに加えることで、“企業の業務改革”をさらに強力に後押します。

■今後の展開

当社が開発、提供するバックオフィス業務自動化クラウドサービス「RoboRoboシリーズ」を、ソフトバンクの法人のお客様へ販売いたします。

また、現在提供している「RoboRoboシリーズ」に加え、企業の業務効率と生産性向上に貢献していく新規プロダクトやサービスの開発や提供に取り組んでい

きます。
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◼ 更なる拡大に向けて、ケップルDX1号ファンド投資先企業へのDXツール「RoboRoboシリーズ」提供を開始

背景と目的

DXファンドは、資金需要旺盛なスタートアップ企業への投資を通じて、DXの文脈で産業発展に貢献していくことを目的に設⽴されました。

当社では、今回のDXを文脈としたDXファンド設⽴趣旨に共感し、投資先企業が事業開発に専念できるようノンコア業務軽減への寄与と、生産性の高い筋

肉質な組織成長への寄与を目的に、バックオフィス業務自動化クラウドサービス「RoboRoboシリーズ」の提供を行ってまいります。

取り組み内容

DXファンドの投資先であるスタートアップ企業に対し、当社が開発、提供するバックオフィス業務自動化クラウドサービス「RoboRoboシリーズ」を無償で提供す

ること（有期）を予定しております。

「RoboRoboシリーズ」の利用を通じて、最大95%の業務削減を実現することが可能になります。

RaaS事業ハイライト③：トピックス
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◼ 応募者情報の自動転記サービス「RoboRoboリクルーティング」と採用管理クラウド「HRMOS採用」が連携

連携の効果

今回の連携では、「RoboRoboリクルーティング」で既に連携している求人媒体へ「HRMOS採用」が連結するため、自動連携対象は8媒体から18媒体へ増加

し、より多くのお客様の課題解決に繋がります。また、これまで手動で実施していた採用管理システム（ATS）への求職者情報転記を自動化させることができ、

業務負荷の軽減に成功しています。

今後の狙い

「RoboRoboリクルーティング」は、採用管理システムへの応募情報転記作業をすべて自動化させることができるツールです。導入することで、個人情報を取り

扱う作業やルーティンワークなどの業務を代行し、不正やミスを防ぐことができます。さらに、ATSや求人媒体を利用したものの、十分な自動化がなかなかできず、

人が行っていた業務を代行することにより業務効率化、コスト削減を図ることができ、生産的な業務に取り組む時間創出に繋がります。

「RoboRobo」は、定型業務を自動化し、企業活動のさらなる生産性向上、事業成長に専心できる環境の提供を目指し、今後は更に幅広い業務を一気通

貫で自動化するサービスを提供してまいります。

RaaS事業ハイライト③：トピックス
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◼ 応募者情報の自動転記サービス「RoboRoboリクルーティング」と介護職向け求人・転職情報サイト「カイゴジョブ」

が連携

■連携の効果

医療・介護・福祉業界は少子高齢化問題が続く限り人手不足は年々悪化することが予想されています。

その為、介護福祉士として働くことを希望する従事者の採用活動は必要不可⽋な業務ではありますが、「求人媒体と採用管理システムの連携」業務がまだ

手作業で行われている実態があります。

この現場の課題に対して、応募者情報を採用管理システムへ自動転記する「RoboRoboリクルーティング」は、業界最大級規模の介護職向け求人情報サイ

ト「カイゴジョブ」と連携を開始し、これまで手動で実施していた採用管理システム（ATS）への求職者情報転記を自動化させることができ、介護従事者の業

務負荷の軽減と、効率化された時間をより付加価値の高い業務にあてることができるようになります。

■今後の狙い

「RoboRoboリクルーティング」は、採用管理システムへの応募情報転記作業を全て自動化させることができるツールです。導入することで、個人情報を取り扱

う作業やルーティンワークなどの業務を代行し、不正やミスを防ぐことができます。さらに、ATSや求人媒体を利用したものの、十分な自動化がなかなかできず、

人が行っていた業務を代行することにより業務効率化、コスト削減を図ることができ、生産的な業務に取り組む時間創出に繋がります。

医療・介護・福祉業界における採用領域の課題は、多数の部署に存在し容易に解決できるものではありません。RoboRoboリクルーティングはこの度の連携

を一例とし、業界全体の業務プロセス改善、時間・コスト削減となる環境の実現を目指して参ります。

RaaS事業ハイライト③：トピックス



02 2024年2月期 業績予想
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2024年2月期 業績予想

単位：百万円 2024年2月期 前期比

6,600 +10.8%売上高

500 +63.5%営業利益

430 +433.5%経常利益

2023年2月期

5,957

305

80

190 +194.5%
親会社株主に

帰属する当期純利益 64

ロボットアウトソーシング、ロボットトランスフォーメーション、RaaSの3事業ともに事業は拡大し、増収増益の見

通し、売上は前期比+10.8% 。成長に応じた投資は進めつつ、コストコントロールも強化。RaaS事業の先行

投資を吸収した上で営業利益は前期比+63.5%、経常利益は前期比+433.5%、当期純利益は前期比

+194.5%、1.9億円の見通し。



03 成 長 戦 略
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事業方針：ロボットアウトソーシング事業

事業環境

事業戦略

事業機会 投資 成長曲線 収益性

• 2016年のRPA元年からブーム、幻滅期を経て普及期に入ったRPA市場、安定成長と収穫逓増フェーズに入った

• 導入企業の増加は継続、低解約率も維持、現場型ツール「BizRobo!」は着実に経営効果を創出

• ARRは27億円（2023年2月末現在）

• 現場型DXツール、デジタル人材育成の教育ツールとしての導入も進展

• 大手企業に比べてまだまだ導入が進んでいない中堅中小企業での新規導入、既に導入している企業において

RPA適用業務領域の拡大による追加ライセンス、アップセルにより、ストック収入の拡大を図る。運用定着、領域

拡大に向けてカスタマーサクセスを強化

• 重視するKPIはストック収入、EBITDAの成長。ストック収入の成長率とEBITDAマージン率のバランスを取りながら

マネジメントしていく

• DXの潮流において、BizRobo!で築いた顧客資産をテコに、新商品・サービスの投入によって事業の拡大を図る

中堅中小企業での低導入率、労働人口減

少を背景とした省人化・生産性向上への取

り組み、DX、テレワーク等を背景に、市場成

長は続く。

DXの潮流でRPAで開拓した顧客資産に対

して、事業機会は今後更に拡大

ブームを前提とした大規模なマーケ

ティング投資から、全国各地のパート

ナーとの普及、定着化、カスタマーサ

クセス等の取り組みへの投資へシフト

△
RPAブーム期の倍々成長からは落ち

着くものの、 BizRobo!Lite、miniの

導入が進み、ストック収入は着実に

成長

〇
ライセンス収入中心の収入構造への

シフト、ストック収入の積み上げによ

り利益率は改善、EBITDAは着実に

成長

◎〇 ◎短期 長期

BizRobo!mini、BizRobo!Liteでユーザー数を拡大、低解約率も維持し、ストック収入は拡大、

EBITDAも成長
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事業方針：ロボットトランスフォーメーション事業

事業機会 投資 成長曲線 収益性

• 国内アフィリエイト広告の市場規模は3,000億円超、引き続き数%の成長が継続

• 競争環境は落ち着いており、労働集約的なビジネスオペレーションの残る業界において、ロボタイゼーショ

ンによる競争優位性を武器に、他社からのリプレイスにより取扱シェアを拡大。

• 早期のトップシェアの獲得、業界の再定義に向けた仕上げの投資フェーズ

（1st:人材領域でのトップシェア獲得→2nd:新規領域への参入→3rd:取扱シェアトップ獲得に向けた投資フェーズ）

• 取扱シェア拡大の加速を最優先とし、投資を強化

• ディスカウント、販促費投下により、他社からのリプレイスを強化、早期の取扱シェア首位を目指す

• エージェンシー構造が残る非効率な業界において、ロボットによる付加価値を加え、業界構造を再定義する

• 今期重視するKPIは取扱シェア拡大による売上高成長。中期的なEBITDAマージンは10-15%（取扱高ベース）

アフィリエイト広告の市場規模は

3,000億円超、今後も成長が見込ま

れ、ロボタイゼーションによる産業再

定義の事業機会は大きい

取扱シェア拡大の加速を最優先とし、

投資を強化。ディスカウント原資、販

促費を投下

×
投資強化により、取扱シェアは急拡大。

業界、クライアントによって短期的な成長に

直結するものと、中長期の成長に寄与する

ものがあり、成長曲線の角度はぶれる可能

性もある

短期的には取扱シェア拡大の加速を最優

先とし、ディスカウント、販促費を大量投

下することでEBITDAマージンは悪化、増

収減益の計画。その後はマージンを改善さ

せ、収益を大きく伸ばしていく計画

◎ ◎ ◎ ◎短期 長期

事業環境

事業戦略

引き続き取扱シェアの拡大を最優先。シェアを高めたプログラムでは手数料率を改善させていく
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事業方針：RaaS事業

• バックオフィス業務の自動化サービス「RoboRobo」、対象業務は経理、人事、法務、ITと膨大な事業機会が存

在。顧客企業は業種、企業規模を問わないSaaS型事業モデル

• 従来、人が行ってきたBPO領域が対象。市場規模は1.8兆円*

• 現在はコンプライアンス、EC、リクルーティング関連のサービスで月額課金を開始

• 中長期ではARR30億円を目指す。

• 新規ユーザー獲得の加速化、ユーザーの利用維持に向けたマーケティング費、カスタマーサポート等を強化

• 引き続き先行投資フェーズとして新しい分野のサービス開発も進める

（β版サービス開発→トランザクション・継続率をモニタリング→有料化→サブスク化）

• 重視するKPIはユーザー数、ARRの成長

事業機会 投資 成長曲線 収益性

バックオフィス業務が対象領域であり

事業機会は膨大。現状のバックオ

フィスのBPOの市場規模で1.8兆円*

新規ユーザー獲得の加速化に向けた

マーケティング投資、新サービス開発

の先行投資を強化

コンプライアンス、人事関連のサービスに

より事業は⽴ち上がった。マーケティング

投資、新サービス開発投資により、成

長曲線の角度が更に高まる可能性

◎ ◎ ◎ ×
短期的には新規ユーザー獲得のマーケティ

ング投資、新サービス開発投資を優先する

先行投資フェーズ。SaaS型事業モデルで

利益率は高く、長期的にはしっかりと収益

を創出するフェーズへ

◎短期 長期

出所：矢野経済研究所「BPO市場の実態と展望2019-2020」（非IT系BPO市場規模 2021年度（予測））

事業環境

事業戦略

コンプライアンスを中心にユーザー獲得を進めるとともに、オンボード、定着化支援により、トライアル → 有料化 → サブスク

化への引き上げを図り、ストック収入の積み上げ、ARRの拡大を図る。

引き続き先行投資フェーズとして新しい分野のサービス開発も進める



ロボットアウトソーシング事業
変化への対応：RPA／AI民主化の波に乗り成長
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ユニークな国内RPA市場と攻略戦略

エンジニアでなくても、低コスト且つ短いトレーニングで現場へ導入可能な

日本独自のRPAが市場から強く求められている

エンジニア人口：

420万人

エンジニア人口：

105万人

出所：経済産業省「DXレポート」（2018年）

ベンダ 72%

ユーザー 28%
ベンダ 35%

ユーザー 65%
強く感じる

17.2%

全く感じない

2.8%

ある程度感じる

50.0%

あまり感じない

30.0%

ラン・ザ・ビジネス

（保守・運営）

78.8%

バリューアップ（新規）

21.2%

日米エンジニア人材の分布 既存システムがDX（デジタルトランスフォーメー

ション）の足かせになっていると感じるか？

国内企業のIT予算配分（2016年度）

出所：経済産業省「DXレポート」（2018年）

※バリューアップ：新たな付加価値を生み出すためのIT投資

ラン・ザ・ビジネス：既存システムの維持・運営のための保守費用

出所：経済産業省「DXレポート」（2018年）

エンドユーザーにおける

エンジニアの不足
既存ITシステムへの不満

日本企業のIT予算の大半は

既存システム維持に回されている
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当社のポジショニング

製品X 当社ビズロボ

製品Y 製品Z

スケール・高度化できるRDA(1)型

情
シ
ス
・SI

・
経
営
主
導

現
場
主
導 コーディング不要。ビジネス現場の

ためのテクノロジー

AIなどロボット能力拡張に最適な

プロダクト

合理的にスケールしやすい

アーキテクチャーと料金体系

✔

✔

✔

注:
1.Robotic Desktop Automation

◼ 現場主導の日本型RPAとスケール・高度化可能なソリューションが強み
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ロボットアウトソーシング事業の

更なる進化・深化

パートナー戦略の

更なる強化による

ユーザーベースの拡大

カスタマーサクセスの

更なる強化による

ロボット活用の定着、拡大

ロボット高度化による

既存アカウントにおける

アップセル

a b c



ロボットトランスフォーメーション事業
産業の再定義
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巨大で豊富な潜在事業機会

◼ 人工知能関連市場規模は、2030年には86兆円まで成長する見込み

2015年 3.7兆円

2020年 23兆円

2030年 86兆円

国内AI関連市場規模の推移

出所：EY Institute「人工知能が経営にもたらす「創造」と「破壊」」（2015年）



38

当社の競争優位性

低資本

RPAのライセンスやエンジニアリングネット

ワークといった外部リソースの効率的な

活用及びノウハウを保有しているため、

すべて内製化するケースに比べて圧倒的

な低コスト化を実現

テクノロジー

ロボットアウトソーシング事業で培ったAIを利用

した高度なテクノロジーと内製化されたエンジニ

アリング能力が強み

方法論

１０年に及ぶロボット化のノウハウを集約化し

た方法論。汎用性が高く様々な業種に対して

初日からベストプラクティスの展開が可能
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ロボットトランスフォーメーションの具体例

◼ インターネット運用型広告市場は9,400億円と巨大な市場であるが、エージェンシー構造が残る非効率な業界構造

◼ ロボットコーディネーターでエージェンシーを代替することによりロボットトランスフォーメーションを実現

広告主

エージェンシー

メディア

現在のアフィリエイト

ビジネス

ロボットトランス

フォーメーション後

ロボット

⚫ 広告出稿／成果分析

⚫ 掲載条件管理

⚫ 広告出稿／成果分析

⚫ 掲載条件管理

購入 仕入れ
⚫ 広告掲載管理

⚫ レポート作成

⚫ RPAによる自動管理／集計

⚫ メディア構築

⚫ 集客

⚫ メディア構築

⚫ 集客

購入 仕入れ

従来の代理店業務は全て

ロボットコーディネーターが代替。ミスなく速い。



RaaS事業
更なる市場機会の拡大
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当社の成長戦略

◼ 拡大するRPA市場に加え、産業を再定義するロボットトランスフォーメーション事業、更にはRaaS (Robot as a Service) 事業の本

格展開により更なる成長を実現

ロボットアウト

ソーシング事業

1
ロボットトランス

フォーメーション事業

2

RaaS事業
(Robot as a

Service事業)

3

RPAツールの提供

汎用ロボットによる

サービス

ロボットによる

産業再定義
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RPAプラットフォームの提供：BizRobo!

RPAによるBPO：事務ロボ

1クリックRPA：RoboRobo

RaaS

BizRobo!

2008 ～

RaaS (Robot as a Service)事業の位置付け

◼ RPAプラットフォームの提供で培ったノウハウをベースとした拡大

RaaS

2019 ～
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RaaS事業の概要
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RaaS事業概要：導入顧客

◼ 「RoboRoboコンプライアンスチェック」の無料トライアル・有料スポット利用ユーザー含むユーザーは順調に拡大。

引き続きユーザー獲得を進めるとともに、オンボード、定着化支援により、トライアル → 有料化 → サブスク化への引

き上げを図り、ストック収入の積み上げ、ARRの拡大を図る



04 参考資料
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連結PL実績

単位：百万円
2022年2月期 前期比2023年2月期

EBITDA

営業利益

ロボットアウトソーシング事業

ロボットトランスフォーメーション事業

RaaS事業

売上高

1,645

428

3,511

5,957

677

305

△18.5%

+113.3%

＋4.0%

＋0.9%

△38.4%

△13.8%

EBITDAマージン 11.4% -

営業利益率 5.1% -

その他 372 +21.9%

2,020

200

3,378

5,904

1,099

354

18.6%

6.0%

305

親会社株主に帰属する当期純利益 64 -

親会社株主に帰属する当期純利益率 1.1% -

△1,186

-
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セグメント情報（ 2023/2期 ）

単位：百万円

セグメント利益

セグメント利益率

外部顧客への売上

セグメント間の内部売上高又は振替高

売上高

ロボット

アウトソーシング

事業

10

3,511

3,522

491

13.9%

ロボット

トランスフォーメーション

事業

27

1,645

1,673

380

22.7%

合計

64

5,585

5,650

640

11.3%

その他

33

372

405

5

1.4%

調整額

△98

-

△98

△339

連結

-

5,957

5,957

305

5.1%

RaaS

事業

26

428

454

△231
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連結BS増減比較

単位：百万円

増減2023年2月期

3,792

11,213

14,078

4,389

18,467

5,363

1,588

6,952

5,902

△499

固定資産

資産合計

流動負債

固定負債

負債合計

（有利子負債）

資本金

自己株式

現金及び預金

流動資産

6,038資本剰余金

31利益剰余金

2022年2月期

3,603

12,623

15,396

2,324

17,720

4,628

1,492

6,120

5,900

△321

6,036

△32

188

△1,409

△1,318

2,064

746

735

96

832

△178

64

11,514純資産合計 11,600 △85

1

2



会 社 概 要
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ビジョン

デジタライゼーションへのロングジャーニー
FY1998

インターネット以前

FY2008

FY2018

インターネット

（ブロードバンド）

トランスフォーメーション

モバイル

トランスフォーメーション

AI・ロボット

トランスフォーメーション

証券会社、旅行代理店、

通販、電話（Skype）、

音楽業界などが再定義

ゲーム業界（特にコンソー

ル）、カーナビ、タクシー、

ホテル、決済などが再定

義

RPAとAIによって、プラットフォームから

コーディネートへシフトし、あらゆる産業

が再定義される

人とロボットが協調して働く新しい社会を創る

ロボットトランスフォーメーションにより産業を再定義する
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社名 RPAホールディングス株式会社
RPA Holdings, Inc.（英訳名）

設立 2000年4月

資本金 5,902百万円（2023年2月末現在）

所在地 東京都港区虎ノ門1-23-1
虎ノ門ヒルズ 森タワー8F

役員 代表取締役
取締役
取締役
社外取締役
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）

高橋 知道
大角 暢之
松井 哲史
西木 隆
増田 吉彦
永井 栄一
高橋 秀明
横山 美帆

事業内容 純粋持ち株会社

グループ会社 RPAテクノロジーズ株式会社
株式会社セグメント
オープンアソシエイツ株式会社
リーグル株式会社
株式会社ディレクト

会 社 概 要

事業創造

事業創造

コンサルティング

事業創造

×

テクノロジー

ミッション

テクノロジー＝RPAという

武器を活用した事業創造

大企業向け

新規事業創造

コンサルティングノウハウを

活用した新規事業創造

知恵とテクノロジーで新規事業を創造し、

個性が輝く楽しい時代に進化する
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• セールスアウトソーシング事業

• 旧「アドネットワーク事業」。ロボットトランスフォーメーションにより既存産業の

再定義を図る

• PRESCO事業の運営及び、広告領域におけるデジタルレイバーサービスを

展開

• 金融、製造など幅広い業界の企業に、主力製品である

デジタルレイバー作成プラットフォーム「BizRobo!」等のRPAソリューション

を提供、国内RPA分野のリーディングカンパニーとして認知

事 業 構 造

「RPA」中心の事業構造

ロボットアウト

ソーシング事業

ロボットトランス

フォーメーション事業

その他事業

RaaS事業
• 汎用化・テンプレート化されたロボットを活用することで、幅広い企業に対して

簡単に導入できるサービスを提供
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ロボットアウトソーシング事業概要

◼ 様々なRPAソフトウェアベンダーより、ソフトウェアライセンスを仕入れ、直販及びパートナー企業による販売方式によりRPAを導入

◼ きめ細かなサポートを求めるニーズが強い日本の顧客企業に合わせた国内でのサポート体制を提供

当社グループ 顧客企業

国内でのサポート体制を

セットにして、デジタルレイバー

をレンタル（派遣）

対価

（販売代理・収益シェア）

RPAサービスの提供

対価

RPAサービスの提供

RPAサービスの提供

対価

直販方式

パートナー企業販売方式

当社より、デジタルレイバーを

仕入れ、顧客企業に販売
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ロボットトランスフォーメーション事業概要①

◼ ロボットトランスフォーメーションにより全く新しい顧客体験を提供

◼ アドネットワーク事業からロボットトランスフォーメーション事業へ名称変更

サービス

プロバイダー・

メーカー

（メディア）

既存産業

エンドユーザー

代理店

人間によるコーディネーション

RPA・AIによる産業の再定義

サービスプロバイダー・

メーカー（メディア）

エンドユーザー

ロボットコーディネーション

✔ オンデマンド＆リアルタイム

顧客自身でセルフマネージ＆ハイパーカスタマイズ可能

豊富な選択肢から、自動で最適なプロバイダーと価格を選

定しコーディネート

ミドルマンがいないため従来に比べ透明化・低価格化を実

現

RPA×AIによるコーディネーション

✔

✔

✔
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コーディネーション（提案、リアル

タイムプライシングなど）

AI及びノウハウの提供

AIロボ

⚫大量の選択肢の中から、リアルタイ

ムで最適な選択肢を提案しコーディ

ネート可能

ロボットトランスフォーメーション事業概要②

◼ ロボットトランスフォーメーションを実現するための強力なツールを自社で保有し、独自の方法論と合わせて様々なパートナーと協業す

ることで、あらゆる産業の再定義を図る

RPA及びノウハウの提供

⚫時間がかかる非生産的なルーチン業務

から人間を開放

⚫より付加価値の高い業務に時間を割

くことが可能に

コグニティブ及びノウハウの提供

非構造化データ（手書き書類など）

を構造化データへ

⚫手書き文字の読み取りや認証（顔

など）を自動化。人間しかできなかっ

た判断を自動化することでより一層

の効率化を実現

スキャンロボ

✔

✔

✔✔

リサーチ、レポート作成、簡易分析、

その他バックオフィス業務を自動化

ビズロボ
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◼ ロボットトランスフォーメーション事業における最初の領域。成果報酬型プロモーション（アフェリエイト）を軸としたサービスを展開

◼ オンライン広告業界を対象に、データ収集・集計・レポーティング業務の代行する「PRESCO Robo」のサービスを展開

◼ 前期までは医療系人材領域に特化し、徹底的なロボット化を推進。今期よりロボット化したサービスを他領域にも展開開始

ワンストップサービスの提供

アフェリエイトサービスと合わせて、LP企画制作、マーケ

ティングレポート分析、SEM等、アフェリエイトサービス

に付随するサービスをワンストップで提供

01

強力なネットワークの活用

アフェリエイト法人、一般ブロガー、有名アフェリエイ

ターとの強固なネットワークを保有しており、幅広い

ネットワークと連携した新たな媒体開発の提案も可能

02

PRESCO Robo

Ex.検索結果取得

PPC枠を含む

全結果を取得
手動取得領域

にも対応

Ex.検索市場調査 アウトプット

成形したデータテーブルを、

示唆を得やすくするために

ビジュアライズ

広告代理店やマーケティング部⾨にて

定期的に発生する単純な調査・データ

収集・集計業務を代行

ロボットトランスフォーメーション事業概要③
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将来見通しに関する注意事項

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含み

ます。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異な

る結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内およ

び国際的な経済状況が含まれます。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正

を行う義務を負うものではありません。
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